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南クマネシリ岳

図1 南クマネシリ岳の西側斜面、標高1、070m付近まで黒曜石
礫を確認できる．十勝平野に分布するの黒曜石の噴出源の一つ．

写真１ 南クマネシリ岳手前の崖錐堆積物中に多数の角礫状の黒
曜石礫が含まれる(上士幌町十三ノ沢上流)．標高970m付近．

写真２ 凝灰質シルト岩中に角礫状の黒曜石が含まれる．上士幌
町タウシュベツ川上流のタウシュベツ層（新第三紀中新世）．

写真３ 河川堆積物中に黒曜石礫が含まれる。南クマネシリ岳起源
の光沢を持つ十勝Ⅰ組成グループに分類される（音更町音更川）．

写真４ 居辺川に露出している更新世の池田層上部層．この中に南
クマネシリ岳起源の黒曜石が大量に含まれる（上士幌町東居辺）．

写真５ 円礫になった黒曜石．風化作用を受け水和層が厚くなって
いる．上士幌町東居辺の居辺川の露頭（更新世の池田層上部層）．

写真６ 下愛冠溶結凝灰岩層（鮮新世）上部の段丘堆積物中に南ク
マネシリ岳起源の黒曜石が含まれる（本別町美里別火山灰採取場）．

写真７ 鎮錬川に更新世前期の池田層群最上部層が露出．黒曜石
はその地層からの洗い出し．にぶい光沢と光沢の双方が採取可能．

黒曜石の噴出源

タウシュベツ湖
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